
12／25戦11年（1999年）

もうすぐお正月

かわいい園児のもちつき大会

　　　　　　　　　　　（慈光保育園にて）

　　　　写真で振り返る1999年

　　　雪処理にこ注意・こ協力を

　　　　　シリーズ介護保険◎

第51回十日町雪まつりにこ応募を

　　コンピュータ西暦2000年問題

　　　　　サンタさんお願い／
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平成11年

1
9
0
0
年
代
最
後
の
年

写
真
で
振
り
返
る
1
9
9
9
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ノ

》
6
月
7
日
、
火
焔
型
土
器
を
始
め
と
す
る
笹
山
遺
跡
出
土
品
が
国
宝
に
決
定
。

県
内
初
の
国
宝
指
定
。
縄
文
土
器
で
は
国
内
初
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

哲
学
者
で
世
界
的
に
も
著
名
な
梅
原
猛
先
生
が
博
物
館
の
名
誉
館
長
に
就
任
。
〈

騰
　

懇
・

10月1日、新しい形の図書館、交流の場、情報受発信の拠点として十日町情報館

がオープン。また、南側にはジョディ・ピントさん設計の「光の島」が完成。

㊦
主
な
で
窪
と

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

〇
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塾
頭
に
澤
田
眞
治
氏
）

●
第
5
0
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
延
べ
器
万
7
千
人

●
「
地
域
振
興
券
」
を
8
会
場
で
一
斉
に
交
付

●
児
玉
春
美
さ
ん
が
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大

会
で
総
合
優
勝

●
十
日
町
高
等
学
校
が
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜

　
大
会
で
ベ
ス
ト
8

●
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合
が
ス
タ
ー
ト

●
太
田
島
に
桜
づ
つ
み
が
誕
生

●
第
器
回
十
日
町
き
も
の
ま
つ
り
開
催

●
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
第
5
回
ア
イ
リ
ス
ま
つ
り

●
ほ
く
ほ
く
線
特
急
は
く
た
か
乗
車
5
百
万
人
達
成

●
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
9
9

●
笹
山
遺
跡
出
土
晶
9
2
8
点
が
県
内
初
の
「
国
宝
」

　
に
指
定

●
博
物
館
名
誉
館
長
に
梅
原
猛
氏
が
就
任

●
老
人
保
健
施
設
「
き
た
は
ら
」
開
所

●
田
川
茂
選
手
が
走
り
幅
跳
び
で
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
歴
代
2
位
の
8
m
1
5
㎝

●
森
田
佳
子
さ
ん
を
迎
え
て
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
ピ
ア

　
ノ
開
き
演
奏
会

●
第
5
回
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
十
日
町
総
合
高
等
学
校
が
写
真
甲
子
園
9
9
で
優
勝

●
田
川
茂
選
手
が
第
7
回
世
界
陸
上
選
手
権
に
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ペ
イ
ン
）

●
東
京
都
葛
飾
区
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

2



》
心
を
つ
な
い
で
2
5
年
。
十
日
町
市
・
コ

モ
市
姉
妹
都
市
提
携
2
5
周
年
を
記
念
し
て

コ
モ
市
を
訪
問
。

十日町総合高等学校写真部の　児玉春美さんが全国高等

女子1年生トリオが「写真甲　学校選抜スキー大会で県
子園99」で県内初の優勝。　　内初の総合優勝。

田
川
茂
選
手
が
走
り
幅
跳
び
で
8
m
1
5
㎝
。

市
内
出
身
者
で
は
初
の
世
界
陸
上
に
出
場
く

鍵霧繊
デ

コ
ス

黛
人

・・

義麟
、慮無漏

鍵

▲越後妻有8万人のステキ発見

の各賞が決定。大賞に高橋賢治
さん（津南）

》
老
健
施
設

「
き
た
は
ら
」
が
オ
ー
プ
ン
。

十日町ステージ・クロス10ゾーン基

本構想の概要を発表。設計は原広司

氏。オープンは平成15年を予定。▼

ディサービスセンター
「やまびこ」オープン。

　　　　じ　

名誉鵜雛蜘群麟遜

鉢集落でブルーノ・マトンさん

がアートワークショップを開催。

地元と一体になった作品づくり

がスタート。

10月4日午前10時34分、十日町市名誉市民・

庭野日敬先生ご逝去。先生をお送りする会に

市民800人が参列してお別れ。

2
月

憩
月

難
月

0
2
0
◎
2
年
W
杯
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
に
正
式
申
講

○
ブ
ル
ー
ノ
・
マ
ト
ン
氏
（
フ
ラ
ン
ス
）
が
鉢
集
落

　
で
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
灘
ッ
プ

●
ヂ
イ
暁
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
『
や
ま
び
こ
」
竣
工

●
誰
臼
町
お
お
ま
つ
り
開
催

○
地
域
高
規
格
道
路
の
牽
日
町
・
六
日
町
を
結
ぶ
「
八

　
籔
瞭
道
踏
載
約
垂
⑧
論
の
予
定
ル
ー
ト
公
表

○
越
後
妻
欝
呂
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
の
各
賞
決
定

○
県
知
事
に
国
宝
く
火
焔
型
土
器
）
の
レ
プ
リ
カ
贈
呈

○
鞠
健
康
づ
く
ゆ
フ
ェ
ア
・
市
民
福
祉
ま
つ
り
に
延

　
べ
7
千
人

○
当
閥
高
原
サ
ゾ
ー
ト
で
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
開
催

◎
牽
田
聴
渉
ブ
ス
テ
ー
ジ
烈
光
の
広
場
に
完
成

◎
牽
田
町
構
報
館
藩
ー
プ
ン

○
情
報
鼓
開
制
度
ス
タ
ー
ト

○
小
林
雅
鞭
選
手
が
第
8
回
世
界
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　
選
手
権
に
鵠
場
（
緑
タ
璽
ア
）

○
露
◎
◎
盤
年
W
杯
公
認
キ
ャ
ン
プ
十
日
町
誘
致
実

行
委
員
会
発
足

○
第
3
圃
新
潟
県
き
も
の
園
遊
会
搬
牽
日
町
開
催

●
灘
ル
募
繋
謎
羅
ア
フ
ヱ
ス
テ
バ
ル
癒
越
後
妻
有
囎

　
開
催

○
誰
臼
町
市
・
凝
モ
市
姉
妹
都
市
提
携
2
5
周
年
で
公

式
訪
闘
団
が
濁
モ
市
訪
問

●
大
沢
幽
繋
ン
ネ
ル
が
貫
通

○
誰
田
町
市
名
誉
市
撮
庭
野
田
敬
先
生
ご
逝
去

　
お
送
璽
す
る
会
に
8
◎
◎
人
輝
参
列

○
誰
臼
町
ス
溌
ー
ジ

　
窮
ロ
ス
墨
◎
ゾ
ー
ン
墓
本
構
想
発
表

○
グ
ル
ー
プ
添
ー
ム
罰
す
ず
ら
ん
」
開
設

○
誰
臼
町
き
も
の
歴
史
館
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン

○
博
物
館
開
館
・
同
友
の
会
設
立
2
0
周
年

3　　平成11年12月25日号
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威．藩綬禦碗謂
でも家屋を守れるよう、屋根の雪下

ろしはこまめに行いましょう。また、

冬を快適に過ごすために、みんな

　でルールを守りましょう。。

　
　
　
　
◎

湯7θ6

雪
下
ろ
し
で
の

　
　
　
転
落
や
投
雪
に
注
意

　
屋
根
雪
を
道
路
に
投
げ
捨
て
る
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を

え
ず
道
路
に
投
げ
捨
て
た
時
は
、
速

や
か
に
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。
昨
年

市
内
で
は
除
雪
作
業
中
の
事
故
が
5

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
雪
お
ろ
し
作

業
で
は
足
も
と
に
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

み
ん
な
で
守
ろ
う

　
　
　
　
運
転
者
の
心
が
け

　
除
雪
道
路
は
駐
車
禁
止
で
す
。
運

転
者
は
水
は
ね
な
ど
歩
行
者
に
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
、
気
配
り
あ
る
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。

必
ず
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
除
雪
作
業
を
す
る
と
き

は
、
必
ず
誘
導
員
を
付
け
、
事
故
防

止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

非
常
ロ
の
確
保
と

幼
児
や
高
齢
者
に
配
慮
を

　
火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
自
宅

の
非
常
口
を
確
保
し
た
り
、
町
内
の

防
火
水
槽
・
消
火
栓
の
除
雪
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
の
周
囲
で
の

雪
壁
崩
落
や
消
雪
池
・
流
雪
溝
へ
の

転
落
事
故
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
幼
児
や
高
齢
者
に
は
、
十
分
気

を
つ
け
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

流
雪
溝
を
使
用
す
る
時
は

①
作
業
中
は
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開
い

　
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、

　
赤
い
旗
を
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
作
業
終
了
後
は
速
や
か
に

　
ふ
た
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
転
落
防
止
の
た
め
、
ふ
た
に
付
け

　
て
あ
る
十
字
枠
は
、
絶
対
に
外
さ

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
道
路
の
中
央
に
設
置
し
て
あ
る
投

　
雪
口
を
使
用
す
る
と
き
は
、
誘
導

　
員
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

④
中
小
河
川
へ
の
多
量
の
投
雪
は
、

　
水
上
が
り
の
原
因
に
な
る
の
で
や

　
め
て
く
だ
さ
い
。

小
型
除
雪
機
の

　
　
　
　
　
事
故
を
防
ご
う

　
小
型
除
雪
機
の
事
故
が
毎
年
多
発

し
て
い
ま
す
。
回
転
羽
根
部
分
に
雪

が
詰
ま
っ
た
と
き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
し
て
か
ら
取
り
除
く
な
ど
、

安
全
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

臨
時
交
通
規
制
が

　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
す

　
降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
、
交
通

規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

NTT・東北電力から
　　　　　お願いします

◆屋根の雪下ろし作業をするときには、電線・電話線の

　切断に注意してくださ麟。

◆ロータリー除雪車などで除霧作業をする時は、雪を電

　線・電話線の方に飛ばさな隔でください。また、除雪

　車を電線や支線に接触させ嶽いよう注意してください。

◆変圧器や電線に触れると感電する恐れがあります。電

　線溝切れて路上などに落ちていた時は、絶対に触らな

　憐でくださ恥。見つけた時は、至急東北電力までお知

　らせくださ》〉。

■聞合せ韓東北電力㈱千日町営業所（鍛52－3107）

　NTT－ME棄日町サービスセンター（恕50－1313）

水道管・蛇ロの
　　凍結防止は万全ですか

　冷え込みが厳しくなると、屋外の水道管や蛇口が凍っ

て破裂することカ§あゆます。凍結事故による修繕費およ

び水道料金は、使用者のご負担になります。牽分な防寒

対策を行いましょう。

◆凍結防止対策一凍結しやす恥箇所に保温材を巻きます。

　（発泡スチロールなど水分を吸収しな恥素材が有効）

◆凍結したときは一タオルをかぶせ、その上からぬるま

　湯をゆっくりとかけてください。急に熱湯をかけると

　破裂することがあります。

◆破裂したときは一メーター求ックス内の止水栓を閉じ、

　水を止めてから指定工事店に修理をお願いしてくださ

　いo
口間合せ驚水道局（餐57－3m内線241・244）
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介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

　　　　　　度

　　　　喬　　　難　　罐　攣灘

　
1
0
月
か
ら
介
護
認
定
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、
審
査
・
判
定
さ
れ
た
介
護

認
定
結
果
に
つ
い
て
個
人
通
知
を
始
め
ま
し
た
。
1
2
月
1
0
日
現
在
9
0
7

人
か
ら
申
請
が
あ
り
、
4
6
8
人
が
審
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
介
護
認
定
結
果
通
知
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
認
定
結
果
通
知
を

受
け
取
っ
た
ら

　
結
果
通
知
書
に
は
、
申
請
者
の
氏

名
．
判
定
結
果
・
判
定
年
月
日
・
有

効
期
間
な
ど
が
記
入
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
判
定
結
果
の
理
由
が
別
紙
で
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
非
該
当
（
自
立
）
の
場
合

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

○
要
支
援
・
要
介
護
の
場
合

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
に
、

希
望
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

（
一
覧
表
を
参
照
）
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
な

い
と
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
と
き
に
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負

担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
自
分
で
作
成

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
作
成
の

た
め
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
認
定
結
果
通
知
に
つ
い
て
の
疑
問

や
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
介
護
保
険

室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
は

居
宅
介
護
支
援
事
業
者

　
今
ま
で
の
措
置
制
度
と
は
異
な
り
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
窓

口
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
で
す
。

　
ま
た
、
来
年
4
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
3
月
末
ま

で
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
た
め
に
は
事

前
に
家
庭
を
訪
問
し
、
介
護
を
受
け

る
本
人
・
家
族
と
相
談
し
て
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
決
定
す
る
な
ど
の
準
備
期

間
が
必
要
で
す
。
認
定
結
果
通
知
を

受
け
取
っ
た
ら
早
め
に
事
業
者
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
自
己
作

成
す
る
場
合
は
、
介
護
保
険
室
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
申
請
受
付
中

　
現
在
オ
ム
ツ
の
給
付
だ
け
受
け
て

い
る
人
も
、
来
年
4
月
以
降
は
介
護

保
険
で
の
給
付
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
認
定
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
い
人
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

要介護度別の平均的な状態

居宅介護支援事業者一覧表
．萎／難灘灘灘欝溝灘

社会福祉法人

十日町市社会福祉協議会
西　寺　町 50－5012

中条病院（支援センター直通） 北　　　原 50－5190

特別養護老人ホーム三好園 下条中央通り 56－2106

老人介護支援センター
つ　　ま　　り　　の　　里

幸　　　町 58－2243

株式会社クリーンセキュリティー 土市第4 58－3990

アズミメディケアサービス新潟

株式会社　　丸　　　富 錦町1丁目 52－6988

老人デイサービスセンター
やまびこ（支援センター直通） 寿町2丁目 50－1516

特別養護老人ホームあかね園
（あかね園居宅介護支援）

川西町高原田 68－4565

財団法人　上　村　病　院 中里村田沢 63－4151

中里村在宅介護支援センター 中里村上山 63－2226

灘…護欝総ii

要支援

残された身体機能を

保持・向上させたり、

失われた能力を取り

戻すような支援が必
要（社会的支援）

・週2回のデイサービス、ま
たは週2回のホームヘルプ

サービスと月1回の訪問看

護、週1回のデイサービス

が利用できる

要介護1
一部介助等が必要
（部分的な介護）

・毎日何らかのサービスが利

用できる

要介護2

一部介助または全介

助が必要（軽度の介
護）

・週3回のデイサービスを含
め、毎日何らかのデイサー

　ビスを利用できる

要介護3
全介助が必要（中程
度の介護）

・1日2回のサービスが利用
できる

・痴呆や医療の必要度が高い

場合は、週3～4回程度の
訪問看護やデイサービスを

利用できる

要介護4

全般について全面的

な介助が必要（重度
の介護）

・1日2～3回のサービスが
利用できる

・痴呆や医療の必要度が高い

場合は、週3～5回程度の
訪問看護やデイサービスを

利用できる

要介護5

生活全般にわたって、

全面的な介助が必要
（最重度の介護）

・1日2～3回のサービスが
利用できる

・医療の必要度が高い場合
は、週3回の訪問看護を利

用できる

※要介護1～5は施設サービスも受けられます。

平成11年12月25日号5

聖
ヒ

1

｛

し

弐
…
…
手
き

垂
き
i
I

l
l』
　
ト

コ
鯉
ヨ
｛



隣

聾
111
隠
1
ii

鵬…

1
F
…
…

1
1

　

雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
1
2
年
2
月
1
8
日
㊧
・
1
9
日
㊤
・
2
0
日
◎

白
い
愛
の
祭
典
十
日
町
雪
ま
つ
り

（
●
之
8
・

■問合せ・申込み

第51回十日町雪まつり事務局
（クロス10　4階盈57－3345）

　
　
　
ふ
る
つ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

●
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

　
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、
十
日
町
の
魅
力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

親
善
大
使
で
す
。
若
き
日
の
思
い
出
に
、
自
分
の
可
能
性
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
、
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
◆
応
募
締
切
H
1
月
2
2
日
ω
応
募
書
類

必
着
◆
本
選
会
H
2
月
2
0
日
㈲
午
後
1
時
～
（
予
選
会
は
書
類
審
査
で
す
）

◆
詳
し
く
は
H
市
報
に
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
雪
の
街
角
（
ま
ち
か
ど
）
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

　
規
模
や
人
数
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
気
軽
な
雪
像
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
◆
制
作
期
間
H
2
月
1
6
日
㈱
～
1
8
日
樹
◆
制
作
場
所
H
十
日
町
駅

西
口
多
目
的
広
場
◆
内
容
H
個
人
・
グ
ル
ー
プ
（
2
～
3
人
程
度
）
を
問

い
ま
せ
ん
。
決
め
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
内
で
の
制
作
と
し
ま
す
。
企
画
書
（
書

類
）
審
査
に
よ
り
、
1
0
作
品
で
本
選
を
行
い
ま
す
。
◆
表
彰
H
表
彰
状
・

賞
金
を
授
与
◆
申
し
込
み
ロ
ー
月
2
1
日
働
ま
で
に
事
務
局
へ
。

●
雪
の
芸
術
展
作
品

　
雪
ま
つ
り
の
原
点
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
雪
像
で
す
。
最
近
は
市
内
中

心
部
の
雪
像
が
減
っ
て
い
ま
す
。
一
休
み
を
し
て
い
る
町
内
・
団
体
の
皆

さ
ん
、
久
し
ぶ
り
に
ス
コ
ッ
プ
を
握
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
内
容
H
①
芸
術
部
門
”
芸
術
作
品
と
し
て
、
芸
術
展
審
査
を
目
的
に
制

作
さ
れ
る
作
品
②
特
別
部
門
”
芸
術
展
審
査
を
目
的
と
し
な
い
作
品
③
学

童
部
門
”
児
童
・
生
徒
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
作
品
◆
申
し
込
み
ほ
1
月
1
4

日
樹
ま
で
に
事
務
局
へ
。

●
ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル
選
手
権

　
十
日
町
で
生
ま
れ
た
雪
上
ス
ポ
ー
ツ
。
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
◆
期
日
H
2
月
2
0
日
㈲
◆
場
所
H
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
◆
参
加
資

格
”
①
選
手
4
人
以
上
6
人
以
下
の
チ
ー
ム
②
男
子
の
部
・
女
子
の
部
・

男
女
混
成
の
部
あ
り
◆
参
加
費
H
2
千
5
百
円
（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
含

む
）
◆
申
し
込
み
H
2
月
7
日
囲
ま
で
に
事
務
局
へ
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
で
、
市
民
手
づ
く
り
の
雪
ま
つ
り
を
P
R
し
て
く

だ
さ
い
。
◆
期
日
H
2
月
1
9
日
ω
午
後
1
時
～
7
時
・
2
0
日
㈲
午
前
9
時

30

分
～
午
後
3
時
◆
内
容
H
市
内
各
所
の
催
し
物
や
交
通
な
ど
の
案
内
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
前
勉
強
会
あ
り
。
◆
申
し
込
み
H
1
月
3
1
日
㈲

ま
で
に
事
務
局
へ
。

　
　
　
ぜ
ひ
お
買
い
上
げ
く
だ
さ
い

●
雪
上
力
－
ニ
バ
ル
予
約
ゾ
ー
ン
券
販
売
中

　
歌
謡
シ
ョ
ー
、
き
も
の
シ
ョ
ー
、
雪
花
火
な
ど
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
雪

上
力
ー
ニ
バ
ル
を
、
前
面
の
予
約
ゾ
ー
ン
席
で
見
ま
せ
ん
か
。
◆
価
格
H

2
千
円
◆
販
売
所
廿
雪
ま
つ
り
事
務
局
お
よ
び
J
R
東
日
本
の
「
み
ど
り
の

窓
口
」
「
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
」

6



馨
麹

渥

　
今
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
、
も
う

す
ぐ
西
暦
2
0
0
0
年
が
や
っ
て
き

ま
す
。
す
で
に
市
報
12
月
1
0
日
号
で

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
「
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
西
暦
2
0
0
0
年
問
題
」
に
対

し
て
は
、
市
民
生
活
に
係
わ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
通
信
、
交
通
な
ど
の
分
野

で
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
2

0
0
0
年
問
題
は
地
震
や
火
災
と
同

じ
よ
う
に
、
事
態
が
発
生
し
た
場
合

の
備
え
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
年
末
年
始
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
皆
さ
ん
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
備
え
の
確
認
と
、
十
日
町

市
の
警
戒
体
制
、
問
題
発
生
時
の
連

絡
先
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
対
応

　
十
日
町
市
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
を
行
っ
て
い
る
業
務
に
つ
い
て
、

す
で
に
点
検
・
模
擬
テ
ス
ト
を
完
了

し
、
1
2
月
2
日
㈲
に
は
災
害
発
生
時

に
準
じ
た
対
策
本
部
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
1
2
月
31
日
午
後
n
時

か
ら
元
旦
午
前
2
時
ま
で
は
自
宅
待

機
を
含
め
2
9
2
人
体
制
に
よ
っ
て

監
視
と
問
題
発
生
時
の
対
応
に
あ
た

り
ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
通

信
な
ど
各
分
野
の
緊
急
事
態
発
生
時

の
連
絡
先
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
市
の
対
策
本
部
で
は
1
月

2
日
㈲
に
窓
口
業
務
に
係
わ
る
事
務

処
理
シ
ス
テ
ム
の
確
認
作
業
を
行
い
、

4
日
㈹
か
ら
の
通
常
業
務
に
備
え
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　《12月31日～1月1日の警戒体制》

●十日町市コンピュータ西暦2000年問題対策本部　　　　　　　　●主な団体・企業

繭殺欝 盈57－3111
　内線191

l　l4人体制 31

日
午
後
1
1
時
～
1
日
午
前
2
時

灘灘繧
費025－280－5150
Eメール
y2k＠pref．niigata．jp

1495人体制
（12／3117：00～
　1／目18：00）

難　　i選
上水道浄配水場

盈52－2959
26人体制 繋雛霧難

十日町営業所
　お客様センター

　盈52－3107

全体で
1600人体制

・羅籔i縫
下水処理センター

盈57－0490
18人体制 鰯難蒙購麟 　岱113

（故障対応窓口）
会社で
3200人体制

縷業繋叢
灘　　　i灘

下水処理センター

盈57－0490
”人体制 i識蒙穰難

JR東日本長野支社

盈026－226－7555
会社で
3900人体制

鰯購・灘懸
十日町地域消防本部

盈57－0119
123人体制 雛難懸縫

ほくほく線十日町駅

盈52－0770
対策本部設置

暮
ら
し
の
備
え
※
詳
し
く
は
市
報
1
2
月
1
0
日

　
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

會
食
料
・
飲
料
水
・
防
災
用
品

　
万
一
に
備
え
2
～
3
日
分
の
食
料
・
飲
料
水
と
ラ
ジ
オ

な
ど
の
防
災
用
品
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

會
重
要
な
デ
ー
タ
・
書
類
の
保
管

　
集
金
時
に
請
求
額
に
誤
り
が
な
い
か
を
確
か
め
る
た
め

に
も
、
請
求
書
類
は
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
預
金
通
帳
へ
の

記
帳
や
パ
ソ
コ
ン
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

會
「
お
め
で
と
う
コ
ー
ル
」
は
控
え
ま
し
ょ
う

　
点
検
確
認
・
緊
急
用
の
通
話
に
支
障
が
起
き
な
い
よ
う
、

お
め
で
と
う
コ
ー
ル
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

中
小
企
業
庁
か
ら
の
お
知
ら
ぜ

　
£
◎
0
◎
年
闇
題
べ
の
危
機
管
理
体
制
が
整
っ
て
鱒

陰
獅
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
5
項
圏
に
つ
楠
て

早
急
に
準
備
と
対
応
策
を
と
っ
て
く
だ
さ
輪
。

1
、
不
測
の
事
態
に
備
え
、
祉
内
緊
急
体
制
を
構
築
し
、

　
問
題
発
生
時
の
役
割
分
担
を
決
め
て
お
く
。

盤
、
隷
ン
ぱ
菰
ー
タ
機
器
納
入
会
社
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

　
開
発
会
社
な
ど
の
緊
急
連
絡
先
を
確
認
す
る
。

3
、
問
題
発
生
時
を
想
定
し
、
業
務
処
理
・
代
替
処
理
・

　
復
旧
磁
必
要
塗
部
晶
、
手
元
資
金
等
を
把
握
す
る
。

4
、
重
要
嶽
繋
ー
簗
は
必
ず
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
。

5
．
現
在
利
駕
し
て
縢
る
コ
ン
謬
鑓
ー
タ
シ
ス
塗
ム
を

　
総
点
検
移
、
起
羅
壌
う
る
ト
勇
ブ
毒
を
把
握
す
る
。

※
相
談
窓
ロ
購
中
小
企
業
相
談
悲
ン
タ
ー
（
豊
◎
1
2

　
◎
ー
霧
⑧
の
1
4
5
董
〉
織
．
（
年
末
年
始
も
受
付
）

■
お
詫
び
と
訂
正

　
1
2
月
1
0
日
号
3
ぺ
ー
ジ
の
中
で
、
水
道
局
の
連
絡
先
が

奮
5
7
－
2
1
1
1
と
あ
り
ま
し
た
が
、
5
7
i
3
1
1
1
の

誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

7　平成11年12月25日号
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1
　　

　　　　「サンタさんお願い」

　楽しい楽しいクリスマス。サンタさんにど

んな願いをかなえてもらおうか、子どもたち

は心をときめかせています。きみたちのお願

いが、サンタさんに届くといいね。

　
　
だ
い
　
ち

梧
沢
大
地
く
ん
（
田
川
町
2
・
6
歳
）

　
2
階
に
置
く
、
い
つ
で
も
フ
ァ
ミ
コ
ン

が
で
き
る
テ
レ
ビ
が
欲
し
い
な
。

大
渕
美
咲
ち
ゃ
ん
（
下
条
栄
町
・
6
歳
）

　
「
お
し
ゃ
べ
り
フ
ァ
ー
ビ
ー
」
を

お
願
い
。
玄
関
に
置
い
て
ね
。

￥

　　　　　　声　　　　の　　　漆　箆撲まちの

※おことわり　長らくご愛読いただいた

このコーナーは今回で最終となります。

林
奈
々
穂
ち
ゃ
ん
（
小
泉
1
・
5
歳
）

　
絵
が
好
き
で
、
も
っ
と
上
手
に
な

り
た
い
の
で
ぬ
り
絵
が
ほ
し
い
。

武
田
寛
樹
く
ん
（
土
市
1
・
6
歳
）

　
列
車
が
大
好
き
。
だ
か
ら
7
0
0

系
の
ぞ
み
の
模
型
が
ほ
し
い
ん
だ
。

＝
’

㎜
一
＝

　上越国際当間スキー場がオーブ

ンしました。ナイター営業も行っ

ていますので、皆さんも初滑りは

いかがですか。

霧問合せ＝当間スキー場

　　　　　　　　（盈58－3291）

　
　
ゆ
う
　
　
た

水
落
祐
太
く
ん
（
貝
ノ
川
・
6
歳
）

　
紫
色
の
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
と
ポ
ヶ
モ

ン
の
ソ
フ
ト
を
お
願
い
。

西
川
　
綾
ち
ゃ
ん
（
四
日
町
2
・
6
歳
）

　
か
わ
い
い
の
で
、
茶
色
い
髪
の
リ

カ
ち
ゃ
ん
が
ほ
し
い
で
す
。

⑮　　いちばんいいて

東京都足立区竹の塚3－7－33－708（三ツ山出身・38歳）ぬ・早さん大津

　　　　　　　　　　　　　　ゆ　か
左：毅典さん（小4・長男）、右：悠華さん（小1・長女）

　
「
お
父
さ
ん
、
早
く
田
舎
に
行
こ
う
よ
！
」

長
男
の
一
言
で
、
今
年
も
わ
が
家
の
お
盆
の
帰

省
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
東
京
に
来
て
2
0
年
、
結
婚
し
て
か
ら
1
0
年
が

た
ち
ま
し
た
。
長
男
・
長
女
・
妻
の
4
人
家
族

で
す
。
わ
た
し
が
毎
年
家
族
に
し
て
や
る
こ
と
。

そ
れ
は
、
3
人
の
誕
生
日
に
必
ず
ヶ
ー
キ
を
買

っ
て
や
る
こ
と
と
田
舎
に
い
っ
し
ょ
に
帰
省
す

る
こ
と
か
な
？
・
…

　
田
舎
で
の
夕
ご
飯
の
と
き
の
こ
と
で
す
。

「
ご
は
ん
、
お
い
し
い
ね
」

「
本
当
に
お
い
し
い
ね
」
と
長
女
と
妻
の
一
言
。

「
そ
う
だ
な
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
作
っ
た
お
米
は
日
本
一
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ

も
ん
」
と
わ
た
し
が
言
い
ま
す
。

　
4
日
間
の
田
舎
で
の
帰
省
は
子
ど
も
に
と
つ

て
は
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　
東
京
へ
戻
る
車
の
中
で
、
「
田
舎
は
大
好
き
か

い
」
と
わ
た
し
が
聞
く
と
、
「
う
ん
」
と
大
き
な

返
事
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
も
わ
が
家
は
、

十
日
町
の
フ
ァ
ン
み
た
い
で
す
。
こ
ん
な
わ
が

家
の
様
子
を
少
し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

日
本
一
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
そ
ば
、
雪
ま
つ
り

な
ど
の
ほ
か
、
も
っ
と
自
慢
で
き
る
も
の
が
た

く
さ
ん
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
十
日
町
の
フ
ァ
ン
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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池
田
瑞
稀
く
ん
　
（
轟
木
・
5
歳
）

　
ゲ
ー
ム
の
カ
セ
ッ
ト
で
す
。
当
日

は
家
の
カ
ギ
を
開
け
て
ま
っ
て
る
よ
。

嚢繋講懸

　
　
ま
な
　
　
み

阿
部
真
美
ち
ゃ
ん
（
千
歳
町
－
・
5
歳
）

　
サ
ン
タ
さ
ん
、
た
れ
ぱ
ん
だ
の
あ

み
も
の
セ
ッ
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

竹
内
梨
佳
子
ち
ゃ
ん
（
川
治
下
町
2
・
6
歳
）

　
シ
ル
バ
ニ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
「
木

い
ち
ご
の
お
う
ち
」
が
欲
し
い
で
す
。

斉
木
雄
都
く
ん
（
南
鐙
坂
・
6
歳
）

　
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が
大
好
き
で
、
モ

ン
ス
タ
ー
フ
ァ
ー
ム
ー
が
ほ
し
い
。

柳
光
希
く
ん
（
麻
畑
・
6
歳
）

　
ビ
ー
ス
ト
・
ウ
ォ
ー
ズ
の
お
も
ち

や
と
家
族
6
人
で
ハ
ワ
イ
旅
行
。

金
澤
愛
理
ち
ゃ
ん
（
水
沢
3
・
6
歳
）

　
私
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
が
ほ
し
い
の
。

サ
ン
タ
に
合
っ
た
ら
お
礼
を
い
う
よ
。

賓
登
多
㌃
ヴ
ー
1
・

△計事務所に勤めて4年目になります。職
＝＝　フ　　　　　ロ　　場には同年代の職貝がいるので、わから

ないことはいろいろ聞きやすい環境にありま

す。でも、まだまだ経理関係のことを勉強し

なければならないと感じている毎日です。

3年前からスノーボードを始めました搾

　　も降ってきたし、今年は毎週練習に行き

たい！と意気込んでいます。休日は、友だち

と買い物に行ったりしています。出かけるの

は市外がほとんど。十日町は夜になると街の

明かりが早く消えてしまうので寂しい感じが

しますよね。夜ももっとお店が開いていたり、

活気があればいいなと思います。

月に1回は・何かと理由をつけては友だち

　　と集まっています。誰かの誕生日とか、

○○祝いとか…。今はこれが一一番の楽しみで

す。これからも友だちを大切に、楽しくやっ

ていきたいと思っています。

※この冬はボード！という山田さんのご紹介で
　次回は小林啓介さんにバトンタッチ。

　　　　　が　　　　　ゆぜ　　　　　げノ　　　ゆヤ

O
、 ガノノ■

宝∬19娩

東
京
事
務
所

つ㎜
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

刊
奮
0
3
－
3
5
4
6
曇
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

大
好
き
十
日
町
会

東
京
支
部
が
結
成
さ
れ
る

　
！
1
月
1
8
日
㈲
、
大
好
き
十
日
町

会
の
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
首
都

圏
で
の
組
織
「
大
好
き
十
日
町
会

東
京
支
部
」
の
発
会
式
が
銀
座
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
市
民
会
員
と
東
京

支
部
会
員
の
交
流
お
よ
び
支
部
会

員
同
士
の
交
流
を
深
め
、
大
好
き

十
日
町
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
で
き
た
会
で
す
。

　
3
0
歳
代
か
ら
7
0
歳
代
の
役
員
就

任
予
定
者
1
8
人
の
う
ち
1
4
人
と
、

大
好
き
十
日
町
会
会
長
（
市
長
）

は
じ
め
役
員
4
人
の
計
1
8
人
で
、

会
則
や
支
部
長
の
選
任
な
ど
真
剣

な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
あ大好き十日町会東京支部発会式

と
で
の
懇
親
会
は
和
や
か
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
支
部
長
に
は
村
山
貞
雄
氏
、
副

支
部
長
に
は
高
木
義
平
、
南
雲
敬

子
の
両
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
来
春
4
月

に
行
わ
れ
る
上
野
公
園
の
花
見
の

と
き
に
お
披
露
目
で
き
る
予
定
で

す
。葛

飾
区
と
市
内
の
小
学
校
で

　
　
　
学
校
問
交
流
が
始
ま
る

　
葛
飾
区
と
の
交
流
事
業
の
う
ち
、

将
来
を
見
据
え
て
宝
木
塚
こ
ど
も

会
（
約
5
5
0
人
）
と
本
田
梅
の

子
こ
ど
も
会
（
約
2
2
0
人
）
と

平
成
9
年
か
ら
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
冬
か
ら
は
、
葛
飾
区
立

小
松
小
学
校
（
児
童
数
約
3
2
0

人
）
と
市
内
の
水
沢
小
学
校
、
葛

飾
区
立
梅
田
小
学
校
（
児
童
数
約

3
6
0
人
）
と
市
内
の
下
条
小
学

校
の
二
組
の
学
校
間
交
流
が
始
ま

り
ま
す
。

　
小
松
小
学
校
は
戦
時
中
の
疎

開
、
梅
田
小
学
校
は
こ
ど
も
会
の

交
流
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
で

始
ま
る
も
の
で
す
。
末
長
く
交
流

が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　1月14日働

②交通事故相談　　1月17日（月）

③高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

④法律相談

　1月13日㈱　高橋信行弁護士

　1月27日㈱　畑七起弁護士
　午前10時～午後3時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民生活課へ要予約。

ヲ砂ホ：踏2一じス
圃十日町需観光情報

　　　　　　　57ロ0500
雷くらしのダイヤル

　　025鱒285鱒7000
罪4～1畑がんを防ぐための12の心得

1／U～玉／17消費生活相談事例

　　　　　　～補習用学習教材～

1海7～1／24生活習慣病に

　　　　　　　　　ならないために

球24～1撫内臓脂肪型肥満に
　　　　　　　　　　気を付けよう

か
け
ま
せ
ん
か

覇
朋
灘

1
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

　
親
と
子
（
3
歳
未
満
児
）
の
触
れ
合
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
簗
日
時
”
1
月
1
8

日
㈹
・
2
5
日
㈹
午
前
1
0
時
～
1
1
時
雛
場
所

日
サ
ン
ク
ロ
ス
雛
申
込
み
・
問
合
せ
口
公

民
館
本
館
（
盈
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
子

育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
％
日
時
H

1
月
2
0
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
11
時
3
0
分

雛
場
所
H
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
灘
間
合

せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係
へ
。

Ψ
加
し
喜
ん
か

　
　
嘆

轍

【
冬
の
公
民
館
事
業
】

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
康
体
操

　
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
に
こ
そ
、
積
極

的
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
獲
日
時
U

1
月
2
0
日
、
2
月
1
0
日
・
2
4
日
、
3
月
9

日
・
1
6
日
の
各
木
曜
日
（
計
5
回
）
午
前

10
時
～
n
時
4
0
分
獲
場
所
H
公
民
館
本
館

雛
講
師
H
新
田
見
映
子
さ
ん
（
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
指
導
員
）
獺
参
加
費
H
無
料
鰺
育

児
ル
ー
ム
H
2
歳
以
上
の
子
ど
も
を
対
象

に
設
け
ま
す
。
申
込
時
に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
獺
申
込
み
H
1
月
1
4
日
働
ま
で
に
公

民
館
本
館
へ
。

知
っ
て
得
す
る
介
護
講
座

　
現
在
、
介
護
を
し
て
い
る
人
や
、
介
護
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象

に
基
本
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
霧
場
所
ロ

公
民
館
本
館
、
た
だ
し
3
月
5
日
㈲
の
み

「
つ
ま
り
の
里
」
雛
受
講
料
H
8
百
円
（
実

習
材
料
費
）
雛
申
込
み
H
1
月
31
日
㈲
ま

で
に
公
民
館
本
館
へ
。

期
日

内
　
　
　
容

講
　
　
師

、
縷
辮

．
購
灘

騨
饗

㎜
午
前

介
護
の

　
基
礎
知
識

つ
ま
り
の
里

田
中
保
雄
さ
ん

午
後

救
急
法
に

　
　
つ
い
て

日
赤
派
遣
講
師

瀬
．
難

灘
題
講
撫
．

午
前

午
後

介
護
法
に

　
　
つ
い
て

田
中
保
雄
さ
ん

霧
購
．

灘
灘
．

懸
灘
．
瓢

剛
午
前

介
護
食
の

基
本
と
実
習

管
理
栄
養
士

長
谷
川
容
子
さ
ん

午
後

介
護
の
心
得

田
中
保
雄
さ
ん

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集

⑫
募
集
住
宅
“
黒
沢
市
・
県
営
住
宅
4
戸

⑫
構
造
”
昭
和
4
6
・
47
年
度
建
設
、
簡
易

耐
火
構
造
2
階
建
籔
間
取
り
”
①
5
畳
×

1
、
3
畳
×
1
、
D
K
（
2
戸
）
②
6
畳
×

1
、
3
畳
×
1
、
D
K
（
2
戸
）
纏
家
賃
“

8
、
5
0
0
円
～
1
7
、
9
0
0
円
⑫
申

込
み
・
問
合
せ
”
1
月
1
3
日
㈱
ま
で
に
建

設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
※
収
入
限
度
額
な

ど
申
込
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　　　　　　　　　議
　　　　　　　　羅　　　　　　灘懸
　　　　灘
　　　灘

懲

コ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑳

1
月
の

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

　
　
　
　
　
　
む
こ

〈
ス
ミ
ぬ
り
　
婿
な
げ
ま
つ
り
〉
▼
1
月
1
5
日
ω
午
後
2
時
3
0
分
～
▼
松

之
山
町
湯
本
　
薬
師
堂
▼
ま
つ
だ
い
駅
1
2
時
4
8
分
発
松
之
山
温
泉
行
き
バ

ス
乗
車
2
5
分
▼
婿
な
げ
…
前
の
年
に
結
婚
し
た
初
婿
を
、
薬
師
堂
か
ら
3

m
ほ
ど
の
崖
下
に
投
げ
落
と
す
。
ス
ミ
ぬ
り
…
正
月
に
飾
ら
れ
た
門
松
や

シ
メ
飾
り
を
持
ち
寄
り
費
の
神
を
作
り
、
そ
れ
を
焼
い
た
灰
と
雪
を
ま
ぜ

ス
ミ
を
作
り
、
「
お
め
で
と
う
」
と
い
い
な
が
ら
、
お
互
い
の
顔
に
ぬ
り
あ

う
。
無
病
息
災
と
家
業
繁
盛
を
祈
る
行
事
▼
松
之
山
町
観
光
協
会
（
費
0
2

5
5
9
－
6
1
3
0
1
1
）

〈
婿
の
胴
上
げ
〉
▼
1
月
6
日
㈲
▼
八
坂
神
社
▼
六
日
町
駅
か
ら
徒
歩
1
5

分
▼
八
坂
神
社
春
祭
り
の
夜
、
神
社
境
内
に
か
が
り
火
を
焚
き
、
そ
の
前
年

に
婿
に
な
っ
た
人
、
嫁
を
も
ら
っ
た
新
郎
に
お
神
酒
を
振
る
舞
い
、
前
途

を
祝
し
て
胴
上
げ
を
す
る
奇
習

▼
六
日
町
観
光
協
会
（
盈
0
2

5
7
1
7

2
1
7
1
7
1
）

〈
濱
谷
浩
写
真
展
「
學
藝
諸
家
」
〉

▼
1
月
1
3
日
㈲
～
2
月
2
7
日
㈲

▼
上
越
市
立
総
合
博
物
館
▼
高

田
駅
か
ら
徒
歩
1
5
分
▼
写
真
家

濱
谷
浩
氏
が
多
く
の
文
人
ら
の

肖
像
を
撮
影
し
て
発
行
し
た
写

真
集
『
學
藝
諸
家
』
の
中
か
ら

60

点
を
展
示
▼
上
越
市
立
総
合

博
物
館
（
盈
0
2
5
5
－
2
4
1

3
1
2
0
）

70



◆
国
民
健
康
保
険
料
は
必
ず
納
付
し
ま
し

ょ
う
　
保
険
料
は
国
民
健
康
保
険
を
運
営

す
る
た
め
の
大
切
な
柱
で
す
。

　
〈
納
付
は
期
限
内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
V

　
「
自
分
一
人
く
ら
い
納
め
な
く
て
も
…
」

　
「
健
康
で
医
者
に
用
は
な
い
」
と
い
っ
た

考
え
で
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
未
納
額
が
積
み
重
な
り
、
全
体

で
は
と
て
も
大
き
な
額
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
も
保
険
料
は
納
期
限
が
過
ぎ

る
と
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。
納
付
は
納

期
限
内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

〈
納
付
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
〉

　
保
険
料
の
納
付
通
知
書
は
世
帯
主
あ
て

に
、
毎
年
7
月
か
ら
翌
年
2
月
ま
で
毎
月
．

お
送
り
し
ま
す
。
（
年
8
回
納
付
）

　
世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
で
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
の
中
に
加
入
者
が

い
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
義
務
は
世
帯
主

が
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
納
付
は
い
つ
か
ら
〉

　
保
険
料
は
国
保
加
入
の
資
格
を
得
た
月

の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
例
え

ば
1
2
月
中
に
会
社
を
辞
め
た
り
当
市
に
転

入
し
た
場
合
な
ど
は
、
1
月
以
降
に
国
保

加
入
や
転
入
手
続
き
を
行
っ
た
と
し
て
も
、

保
険
料
は
加
入
資
格
を
得
た
1
2
月
分
か
ら

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

笏
問
合
せ
“
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

◆
十
日
町
市
消
防
団
消
防
出
初
式

笏
日
時
”
1
月
9
日
㈲
午
前
1
0
時
～
笏
場

所
”
ク
ロ
ス
ー
0
笏
参
集
範
囲
”
消
防
団
班

長
以
上
雛
問
合
せ
”
十
日
町
地
域
消
防
本

部
（
暦
57
1
0
1
1
9
）
へ
。

◆
成
人
式
を
5
月
3
日
に
行
い
ま
す

　
1
2
年
度
の
成
人
式
を
5
月
3
日
（
祝
日

午
前
1
1
時
～
）
に
行
い
ま
す
。
市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
新
成
人
に
は
2
月
中

旬
に
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。
笏
場
所
H

ク
ロ
ス
ー
0
笏
該
当
者
”
昭
和
54
年
4
月
2

日
～
5
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
笏
間
合

せ
”
公
民
館
本
館
・
各
地
区
公
民
館
へ
。

◆
「
道
の
相
談
室
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

　
「
○
○
の
近
く
に
道
の
駅
は
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

か
？
路
肩
に
ご
み
が
散
乱
し
て
困
る
。
」
な

ど
、
県
内
の
道
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
通
報

や
苦
情
、
問
合
せ
等
に
お
答
え
し
ま
す
。

駿
連
絡
方
法
H
①
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
盈
O

1
2
0
1
1
0
6
1
4
9
7
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
30
分
～
午
後

5
時
）
②
フ
ァ
ッ
ク
ス
”
0
2
5
1
2
6

5
i
6
1
4
8
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
H
葺
U

ミ
≦
≦
≦
■
笑
∋
O
ρ
σ
q
O
も
＼
「
8
α
＼
一
⊃
α
Φ
×
●

耳
「
三
　
　
　
　
　
＊
②
③
は
2
4
時
間
受
付

◆
ク
ロ
ス
ー
0
の
年
末
年
始
業
務

笏
休
館
日
H
1
2
月
2
9
日
㈱
～
1
月
1
日

ω
、
1
2
月
2
8
日
㈹
は
正
午
閉
店
縁
営
業
日
0

1
月
2
日
㈲
・
3
日
㈲
は
午
前
9
時
～
午

後
5
時
ま
で
物
産
ホ
ー
ル
・
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
を
営
業
し
ま
す
。
※
1
月
4
日
㈹
か
ら

通
常
業
務
笏
問
合
せ
”
ク
ロ
ス
ー
0
（
盈
57

1
2
3
2
3
）
へ
。

◆
祝
日
法
の
改
正
で
連
休
が
増
え
ま
す

　
「
成
人
の
日
」
を
1
月
、
「
体
育
の
日
」

を
1
0
月
の
そ
れ
ぞ
れ
第
2
月
曜
日
に
固
定

す
る
改
正
祝
日
法
が
来
年
か
ら
施
行
さ
れ
、

連
休
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ス　
　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
市
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

笏
日
時
”
2
月
6
日
㈲
午
前
8
時
受
付
開

始
笏
参
加
費
”
一
人
5
百
円
（
リ
レ
ー
は

ー
チ
ー
ム
千
円
）
笏
種
目
・
会
場
”
▼
ア

ル
ペ
ン
（
大
回
転
）
①
小
学
3
年
以
下
男

女
②
小
学
4
年
男
女
③
小
学
5
年
男
女
④

小
学
6
年
男
女
⑤
中
学
男
女
⑥
高
校
男
女

⑦
30
歳
未
満
男
女
⑧
3
0
歳
以
上
男
女
…
下

条
中
峰
ス
キ
ー
場
▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
⊥
①

小
学
3
年
以
下
男
女
（
3
㎞
）
②
小
学
4

年
男
女
（
3
㎞
）
③
小
学
5
年
男
子
（
5

㎞
）
女
子
（
3
㎞
）
④
小
学
6
年
男
子
（
5

㎞
）
女
子
（
3
㎞
）
⑤
中
学
男
子
（
5
㎞
）

⑥
中
学
女
子
（
5
㎞
）
⑦
小
学
男
子
リ
レ
ー

（
3
㎞
×
4
人
）
⑧
小
学
女
子
リ
レ
ー
（
3

㎞
×
3
人
）
⑨
中
学
男
子
リ
レ
ー
（
5
㎞
×

4
人
）
⑩
中
学
女
子
リ
レ
ー
（
3
㎞
×
3

人
）
…
吉
田
X
C
コ
ー
ス
笏
申
込
み
”
1

月
2
0
日
㈲
正
午
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙

を
総
合
体
育
館
（
費
52
1
4
3
7
7
）
に

提
出
。

◆
第
1
1
回
限
界
に
挑
戦

笏
日
時
H
1
月
2
3
日
佃
午
後
－
時
～
影
場

所
”
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
笏
参
加
費
H
会
員
5
百
円
、
一
般

8
百
円
笏
間
合
せ
・
申
込
み
H
十
日
町
体

力
つ
く
り
ス
イ
、
、
＼
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
盈
5
8

1
3
3
4
3
）
へ
。

㊥

地
域
福
祉
の
担
い
手

民
生
委
員
・

　
　
児
童
委
員
の
活
動

　
市
内
に
は
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
7
8
人
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
7
人
の
主
任
児
童
委
員
が

い
ま
す
。

　
主
に
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
活
動
に
当
た
っ
て
は
、

社
会
福
祉
事
務
所
や
学
校
、
社
会

福
祉
施
設
お
よ
び
保
健
・
医
療
・

福
祉
団
体
と
の
懇
談
会
の
実
施
。

　
あ
る
い
は
、
定
期
的
な
学
習
会

や
情
報
交
換
を
開
催
し
て
、
身
近

な
相
談
役
、
支
援
者
と
し
て
、
研

修
を
重
ね
て
い
ま
す
。

●
生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
に

　
生
活
保
護
を
必
要
と
し
て
い
る

人
が
い
た
場
合
は
、
社
会
福
祉
事

務
所
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
仲
立
ち
を
し

ま
す
。

●
お
年
寄
り
世
帯
に

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
・
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
）
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
在
宅
福
祉
事
業
（
電

動
ベ
ッ
ド
・
お
む
つ
・
緊
急
通
報

装
置
貸
与
な
ど
）
を
行
う
た
め
、

利
用
者
と
社
会
福
祉
事
務
所
と
の

パ
イ
プ
役
に
な
り
ま
す
。

●
障
害
者
の
人
に

　
要
援
護
世
帯
の
相
談
相
手
と
な

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
申
請
、

更
生
医
療
の
給
付
、
補
装
具
の
交

付
、
更
生
援
護
施
設
へ
の
入
所
な

ど
に
つ
い
て
社
会
福
祉
事
務
所
と

連
絡
を
と
り
、
自
立
へ
の
手
助
け

を
し
ま
す
。

●
母
子
・
寡
婦
・
父
子
世
帯
に

　
収
入
や
住
宅
、
教
育
、
仕
事
、

結
婚
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
社

会
福
祉
事
務
所
と
連
絡
を
と
り
、

そ
の
人
に
あ
っ
た
制
度
紹
介
な
ど

も
行
い
ま
す
。

◆
主
任
児
童
委
員
の
活
動

　
主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
に
か

か
わ
る
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
担

当
区
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
家
庭
や

地
域
、
学
校
な
ど
と
連
絡
を
取
り

合
い
な
が
ら
、
問
題
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
遠
慮
せ
ず
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

お
こ
と
わ
り
一
長
い
間
ご
愛
読
い
た

だ
い
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
今
回
で

最
終
と
な
り
ま
す
。
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竃　　9

●
各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
児
童
手
当

　
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
、
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
人
に
申
請
し
た
翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
纏
手
当
月
額
U
第
1
子
5
千
円
、
第

2
子
5
千
円
、
第
3
子
以
降
（
一
人
に
つ

き
）
1
万
円
修
問
合
せ
”
市
民
生
活
課
国

民
年
金
係
へ
（
公
務
員
は
各
職
場
へ
）
。

◆
児
童
扶
養
手
当

　
父
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
が

18

歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
、
児
童
を
養
育
・
監
護
し
て
い
る

母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
霧

対
象
”
①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
②
父
が

遺
棄
ま
た
は
死
亡
し
た
児
童
③
父
が
重
度

の
障
害
者
で
あ
る
児
童
④
未
婚
の
母
の
児

童
⑤
父
が
生
死
不
明
の
児
童
な
ど
纏
支
給

制
限
H
母
、
扶
養
者
等
の
所
得
制
限
有
、

母
が
事
実
婚
を
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外

修
手
当
月
額
H
1
人
目
”
全
部
支
給
4

2
、
3
7
0
円
、
一
部
支
給
2
8
、
3
5

0
円
、
2
人
目
“
全
部
支
給
4
7
、
3
7

0
、
一
部
支
給
3
3
、
3
5
0
円
※
3
人

目
以
降
は
1
人
増
す
ご
と
に
3
千
円
を
加

算
。
籔
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金

係
へ
。

◆
障
害
児
福
祉
手
当

　
心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
2
0
歳
未
満

の
在
宅
障
害
児
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
籔
手

当
月
額
H
1
4
、
6
1
0
円
⑫
問
合
せ
H

健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

　
重
度
の
障
害
を
2
つ
以
上
持
つ
2
0
歳
以

上
の
在
宅
障
害
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
籔

手
当
月
額
U
2
6
、
8
6
0
円
⑫
問
合

せ
U
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害
を
持

つ
2
0
歳
未
満
の
児
童
を
在
宅
で
監
護
し
て

い
る
親
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
籔
手
当
月
額
H
1
級
”
5
1
、
5
5

0
円
、
2
級
“
3
4
、
3
3
0
円
磁
間
合

せ
H
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
重
度
心
身
障
害
児
・
者
介
護
手
当

　
65
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
纏
手
当
月
額
“
5
千
円
修
問
合
せ

H
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う

　
半
年
以
上
ね
た
き
り
の
人
や
痴
呆
の
人

を
在
宅
介
護
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
※
入
院
・
施
設
入
所
期
間
を
除
く
⑫

手
当
月
額
H
5
千
円
籔
問
合
せ
掴
健
康
福

祉
課
高
齢
福
祉
係
へ
。

冬道を安全に走行しましょう

　冬は、雪や寒さによって道路環境をま

ったく違ったものに変えてしまいます。

　圧雪路や凍結路は乾燥路に比べて4
～8倍滑りやすくなります。「雪道は滑

る」ということを認識し、車間距離を十

分に取って安全な走行に努めましょう。

　，♂　　　　0　　　0　　　　《へ　護

　輯〆》　　　 ●　　　O　　　o‘

　　一　．　湘訟

　
歴

6
9

人
．ノ

◎

。
鷺

盆

・
、
，
鰹

　
雄
…
賦
Y
・

（）累計市内の”月中の交通事故発生状況

鐸 発盤響数 負傷養数 髭餐数 物欝事敵数

11年 26（225） 34（296） 0（1） 38（542）

10年 26（228） 28（259） 0（3） 49（516）

　　　　　　　　　S
　　　　　　　t
　　　　　醒　　奪

」
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
釆
－

冬
季
の
運
動
不
足

を
解
消
し
よ
う
！

　
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
の
食
べ
過
ぎ
・

飲
み
過
ぎ
で
体
重
オ
ー
バ
ー
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
人
間
ド
ツ

グ
で
運
動
を
勧
め
ら
れ
た
が
何
を

し
た
ら
い
い
の
か
迷
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な

冬
に
こ
そ
、
家
の
外
に
出
て
、
ス

キ
ー
場
や
総
合
体
育
館
で
積
極
的

に
運
動
し
ま
し
よ
う
。

〈
基
礎
ス
キ
ー
講
習
会
h
当
間
〉

霞　麟i
1月22日出・2月12日出

午前9時30～11時30分

饗　場 上越国際
　　当間スキー場

受　縁
当日午前8時～9時
パトロールセンタ
ー前にて

講　習

料　金

1回2，000円（リフ
ト券は各自でご用
意ください）

鞭込み
上越国際当間スキー場

（盈58－3291）へ

〈
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

コ
ー
ス
無
料
開
放
〉
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
は
冬
の
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
全
身
を
動
か
す
雪
上

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
で
す
。
吉
田

地
区
に
は
公
認
の
X
C
常
設
コ
ー

ス
が
整
備
さ
れ
、
シ
ー
ズ
ン
中
無

料
開
放
さ
れ
ま
す
。
選
手
だ
け
で

な
く
だ
れ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

纏
開
放
時
間
H
平
日
“
午
後
3
時

ご
ろ
か
ら
、
土
・
日
曜
日
“
午
前

9
時
ご
ろ
か
ら

〈
基
礎
体
力
作
り
や
肥
満
予
防
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
〉
基
礎
体
力

づ
く
り
に
は
げ
む
中
学
・
高
校
生

や
肥
満
予
防
を
目
的
と
す
る
中
高

年
の
皆
さ
ん
か
ら
、
効
率
よ
く
継

続
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
総
合
体
育
館
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
デ
ー
タ
管
理
を
は

じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
メ
ニ
ュ

ー
修
正
と
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
最
良

の
環
境
を
あ
な
た
に
提
供
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
修
問
合

せ
H
総
合
体
育
館
（
盈
5

2
1
4
3

7
7
）
へ
。

〈
新
年
初
泳
ぎ
無
料
開
放
〉
籔
目

時
H
1
月
8
日
㈹
正
午
～
午
後
4

時
窃
場
所
H
十
日
町
体
力
つ
く
り

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
傷
申
込
み
H
十

日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
教

室
（
盈
5
8
i
3
3
4
3
）
へ
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
ま
し
ょ
う

★
症
状
と
特
徴

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
3
9
度
以

上
の
高
熱
、
関
節
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が

強
く
、
併
せ
て
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
な
ど

の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
気
管

支
炎
・
肺
炎
を
併
発
し
重
症
化
す
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

短
期
間
の
う
ち
に
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
に

ま
で
感
染
す
る
と
い
う
点
で
も
普
通
の
か

ぜ
と
区
別
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
た
季
節
に
は
、
体
の
弱
い
お
年

寄
り
な
ど
が
普
段
よ
り
も
多
く
亡
く
な
る

と
い
う
決
定
的
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

★
感
染
の
予
防
方
法

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た

ら
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
に
は
行
か

な
い
こ
と
。
特
に
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、

慢
性
疾
患
を
持
つ
人
は
、
人
混
み
や
不
要

な
外
出
を
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
湿
気
に

弱
い
の
で
、
加
湿
器
な
ど
で
室
内
を
適
度

な
湿
度
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
外
出
時
の
マ

ス
ク
や
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い
は
予

防
に
も
有
効
で
す
。

★
予
防
接
種
は
自
主
的
に

　
流
行
前
の
予
防
接
種
は
、
感
染
を
防
い

だ
り
、
症
状
が
軽
く
な
る
と
い
う
有
効
性

が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を
希

望
す
る
人
は
、
自
主
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
か
か
っ
た
時
は

　
か
か
っ
た
ら
周
囲
に
う
つ
さ
な
い
た
め

に
も
、
安
静
に
し
て
休
養
と
睡
眠
を
十
分

と
り
ま
し
ょ
う
。
室
内
は
適
度
な
湿
気
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。
患
者
さ
ん
は
水
分
を
十

分
と
り
ま
し
ょ
う
。
高
熱
が
続
き
、
飲
み

物
を
摂
る
の
が
辛
く
な
っ
た
時
は
、
す
ぐ

に
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
ま
し
よ
う
。

◆
心
の
健
康
相
談

笏
日
時
H
1
月
n
日
㈹
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
雛
場
所
H
十
日
町
保
健
所

笏
医
師
”
江
口
医
師
（
江
口
病
院
）

笏
問
合
せ
月
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

1
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係
へ
。

福原勝さん
（詳脇、）

　
福
原
さ
ん
は
、
1
0
月
1
日
付
で
法

務
大
臣
か
ら
保
護
司
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
内
に
は
福
原
さ
ん
を
含
め
1
8
人

の
保
護
司
が
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

嗣年末・1月の休日救急医

29日㈱・

庭野医院（寿町4）盈52－2711
30日休）

山口医院（袋町中）盈52－2174
31日㈹
田中外科医院（田中町本通り）盈52－2403

1日ω元旦
山口医院（下条中央通り）盈55－2003
2日（日）

たかき医院（土市5）盈58－2361
3日（月〉

大坪医院（四日町新田2）盈57－6100
9日（日）

本町クリニック（本町3）盈50－1160
10日（月）成人の日

池田医院（本町西1）盈52－2581
16日（日）

川西町診療所（川西町）費68－2034

津南病院（津南町）盈65－3161
23日（日）

田中外科医院（田中町本通り）岱52－2403

30日（日）

山口医院（袋町中）岱52－2174

むし歯のないよい歯の子

H月の3歳児健康診査を受けた子39人

よい歯の子　住所保護者
　　　あおい
生越　 碧（大黒沢東）豊
　　さつ　

き

太田皐月（小泉3）義史
境　　　美　穂（嘉　　勝）智　行

中　山　五　月（谷内丑1）　武
　　り　　お丸山里緒（千歳町2）康智

板場まい（貝ノ川）正彦
小川まどか（稲荷町3東）圭一
　　あや　か
阿部綾香（新座2）一彦
　　ゆ　　か恩田悠加（太田島3）郁夫
　　　あおい
上野　葵（北新田2）亨
村山弘晃（河内町）正典
　　み　き　な
滝沢美希奈（四日町1）幸雄
村山佳宏（西浦町東）隆義
　　　たつき関口　　樹（加賀糸屋町）京子

志　賀伊　吹（伊達1）四方谷

1月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
〔鴻鍔児〕

27日
（木）

午後1時

～1時45分

8年7月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

19日

（水）

午後1時

～1時45分

10年7月

生まれの幼児

4か月児健診

　ならびに

育児学級

26日
（水）

午後1時

～1時30分

11年9月

生まれの乳児

2才6か月児

身体測定

18日

（火）

午前9時

～9時50分

9年

6月・7月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

25日
（火）

午前9時15分

　～10時

11年3月
生まれの乳児

階雛希〕

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児‘よ歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児時健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細
　胞腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康
　福祉課に取りに来てください。

※平成8年8月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。2月の
　健診対象者に検査セットを送付しますので、1月15日
　を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係まで
連絡してください。

1月の健康相談
会　　場 期　日 時　　　間

保健センター 17・24・31（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

11日（火）

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

20日（木）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～ll時30分

羽 根　川 ↑
斗士

21日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

28日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

1月の献血車

◆全血献血　24日（月）（終日）十日町市役所

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時
◆成分献血　12日伽（終日）十日町市役所

　　　　　　20日休）（終日）　　　／ノ

＊成分献血‘よ事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。

づ3平成11年12月25日号
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幼ないころの私にとって、クリスマスはほかでもない1

年中で最高のお祭りでした。小さなおもちゃ、色とりどり

の光に心躍らせ、一睡もせずに夜を明かしたものです。

朝を迎え、顔を洗い服を着がえた私は、閉じたドアのカ

ギ穴をスパイのようにのぞき歩いたりしたものです。クリ

スマスの日は「幼な子のイエス様と天使たちがお食べにな

る」甘いお菓子を捧げることに始まり、教会のミサに参列

します。そして、その後に最大のお祝い事がまっています。

それは昼食です。暖炉の温もりが広がる応接間に祖母がみ

んなを迎えます。普段集まることのない親戚が勢ぞろいし、

思い出話しに花が咲く絶好の環境が整います。

　　　クリスマス用に飾られたイタリアの食卓

メニューはわが家自慢のポテトサラダや七面鳥など、毎

年同じものですが、いつもおいしくありがたいものです。

みかんとヌガーを食べ、最後にパネットーネというイタリ

アを代表するお菓子にナイフが入り、最高潮に達します。

夕方すっかり辺りが静まったころ、再び夕食のテーブル

につきます。メニューはお昼の残り物です。その後「セッ

テ・メッゾ」というトランプ遊びをして私のクリスマスは

終わります。いつもと同じクリスマス、しかしなぜか新鮮

ですてきな思い出として私の心によみがえってくるのです。

　　　　　　　　パオロ・ゴッジ（コモ市在住）

テスト前より
　　　十高漫研部

楮
報
館
究
燧

＋
日
町

、

遊
ぼ
y
ぜ
，
、
学著

色
？
。

諒
怒
昌
客

イ
蒐
為
脳
邸
。
鯉

　　畿嗣灘1．睡躍．、、

　　　　，．憲．灘鰯繍

　　　　’醗灘

矯
，叢　A　1　’

認

鶴融

　繋
　鐵躍

下条っ子祭り

下条小学校

溺．45

べもが地んを　し一ど国ど職仮す　大りく待世園をイ
ン地で域でそ来た体’人も員装o祭盛’さし話のはべ下
ト域きとくろてQと師にたもし全り況全んまに子じン条

く
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
は
口

え
て
「
楽
し
か
っ
た
」
と
喜

だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
一
つ

学
校
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と

た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
来
年

の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
イ

を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

っ
子
祭
り
は
児
童
会
の
一
大

ト
で
す
。
今
年
は
、
保
護
者

め
、
近
隣
の
保
育
所
や
幼
稚

ど
も
た
ち
、
体
験
学
習
で
お

な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
も
招

し
た
。
n
月
2
0
日
出
は
、
た

の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ

学
級
が
出
し
た
店
は
ど
こ
も

で
し
た
。

に
花
を
添
え
る
の
は
仮
装
で

員
が
、
思
い
思
い
の
も
の
に

ま
す
。
児
童
だ
け
で
な
く
、

全
員
仮
装
す
る
の
で
す
。
子

ち
に
人
気
の
「
バ
カ
殿
」
、
外

交
じ
っ
た
「
に
ん
じ
ん
」
な

弟
同
行
さ
な
が
ら
に
全
員
が

な
っ
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

　　　〆
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引
込
線
を
切
ら
な
い
で

十目町市民の願い 市の花

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

「山つつじ」

市の木

「きり」
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